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NEWS
ふるさと

第㉖回

◆スマートエネルギー Week 2020（第16
回［ 国 際 ］ 水 素・ 燃 料 電 池 展 ～ FC 
EXPO 2020 ～／第13回［国際］太陽光
発 電 展 ～ PV EXPO 2020 ～ ／ 第11回

［国際］二次電池展 ～バッテリー ジャ
パン～／第10回［国際］スマートグリ
ッド EXPO ～次世代電力システムのIT
技術・設備が出展～／第8回［国際］
風 力 発 電 展 ～ WIND EXPO 2020 ～ ／
第5回［国際］バイオマス展 ～燃料・
発電システム・熱利用技術などが出展
～／第4回［次世代］火力発電 EXPO ～
発電システム・保守・プラント設備な
ど が 出 展 ～ ／ 第2回 資 源 リ サ イ ク ル 
EXPO）
会期：2020年2月26日（水）～ 28日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 18：00（最終日
は17：00まで）▷会場：東京ビッグサイ
ト（東京国際展示場）西・南（東京都江東
区有明3-11-1）・青海展示棟（東京都江
東区青海1-2-33）▷入場料：事前登録の
上で招待券持参で無料／招待券が無い
場合は5,000円▷主催：リード エグジ
ビション ジャパン/問合せ先：＜出展
に関して＞03-3349-8576 ／＜来場に関
して＞03-5324-1312

◆HVAC&R JAPAN 2020 第41回冷凍・空
調・暖房展
会期：2020年3月3日（火）～ 6日（金）▷
開催時間：10：00 ～ 17：00（最終日は
16：00まで）▷会場：幕張メッセ 国際
展示場9～ 11ホール（千葉市美浜区中瀬
2-1）▷主催：一般社団法人日本冷凍空
調工業会/問合せ先：HVAC&R JAPAN 事
務局03-5657-0755（株式会社JTB コミュ
ニケーションデザイン内）

◆自治体総合フェア2020 （第24回）Local 
Government Fair 2020（LGF2020）
会期：2020年5月20日（水）～ 22日（金）
▷開催時間：10：00 ～ 17：00▷会場：
サンシャインシティ 展示ホールA ／コ
ンファレンスルーム（東京都豊島区東池
袋3-1-1）▷入場料：無料（原則は招待券
持参者・事前登録者、当日登録者も可）
▷主催：一般社団法人日本経営協会/問
合せ先：https://noma-lgf.jp/2020/

●NEDO先導研究プログラム成果報告会「シ
ーズ発掘と社会実装に向けた発展的展開」
会期：2020年2月20日（木）▷開催時間：
13：00 ～ 17：00▷会場：TKPガーデン
シティ PREMIUM京橋（東京都中央区京橋
2-2-1 京橋エドグラン 22階）▷参加費：
無料（要事前登録）▷主催：モノづくり
日本会議／国立研究開発法人新エネル

ギー・産業技術総合開発機構（NEDO）/問
合せ先：日刊工業新聞社 モノづくり日
本会議 事務局03-5644-7608

●バイオマスエネルギー技術と事業化・
経営セミナー in 米子　-バイオマスエ
ネルギーの地域自立システム化実証事
業ワークショップ『ポストFIT時代に向
けたエネルギー利用モデルの構築』-
会期：2020年2月25日（火）▷開催時間：
13：00 ～ 17：00（受付開始12：30）▷会
場：米子コンベンションセンター第7会議
室（鳥取県米子市末広町294）▷参加費：無
料▷対象者：地方公共団体・事業者・NPO
など各種団体▷主催：国立研究開発法人
新エネルギー・産業技術総合開発機構

（NEDO）／みずほ情報総研/問合せ先：みず
ほ情報総研株式会社 グローバルイノベー
ション&エネルギー部03-5281-5295

●農都会議／日本シュタットベルケネッ
トワーク　共同勉強会『分散型エネル
ギー社会の早期実現を考える』～地産
地消電気・熱の現状とバイオマス活用
の課題～
会期：2020年2月18日（火）▷開催時間：
18：00 ～ 20：30（会場17：30 ～）▷会場：
港区神明いきいきプラザ 4階集会室A（東
京都港区浜松町1-6-7）▷参加費：一般＝
2,000円／会員・学生＝1,000円（要事前
申込）▷NPO法人農都会議 バイオマスWG

／農都交流・地域支援G▷共催：一般社
団法人日本シュタットベルケネットワー
ク/問合せ・詳細：http://blog.canpan.
info/bioenergy/archive/296

●太陽光発電システム保守点検セミナー
会期：2020年2月27日（木）▷開催時間：
13：00 ～ 17：30▷会場：秋葉原ダイビ
ル5階5B（千代田区外神田1-18-13）▷参
加費：2,000円（要事前申込）▷主催：秋
葉原駅前商店街振興組合/問合せ先：東
洋テック／ PSEインフォメーションセ
ンター PV担当03-3255-8082

●令和元年度 地熱開発利用講演会
会期：2020年3月6日（金）▷開催時間：
14：10 ～ 16：50（受付開始13：45）＊講
演後に懇親会開催予定（17：00 ～ 18：
30）▷会場：ホテルグランドヒル市ヶ谷 
東館3階「珊瑚（サンゴ）」東京都新宿区
市谷本村町4-1▷参加費：賛助会員＝
8,500円／一般＝9,500円（資料代含む）
▷主催：一般財団法人新エネルギー財
団/問合せ先：（一財）新エネルギー財団 
水力地熱本部 地熱部03-6810-0366

●第4世代地域熱供給4DH国際シンポジウ
ム「熱供給における脱炭素化・自然エ
ネルギー利用の最前線」
会期：2020年3月13日（金）▷開催時間：
9：50 ～ 17：30（開場9：30）▷会場：聖
心女子大学4号館／聖心グローバルプラ

ザ　ブリット記念ホール（東京都渋谷区
広尾4-2-24）▷参加費：無料（要事前申
込）▷主催：一般社団法人全国ご当地エ
ネルギー協会▷協力：デンマーク大使
館／聖心女子大学グローバル共生研究
所/問 合 せ 先：https://www.isep.or.
jp/event/12406

●山梨県・太陽光発電セミナー
▷会期：2020年3月17日（火）▷開催時
間：13：30 ～ 16：00（受 付13：00 ～）
▷会場：山梨県北巨摩合同庁舎（山梨
県韮崎市本町4-2-4）＊事前申込制▷主
催：山梨県/問合せ先055-223-1503（山
梨県エネルギー局エネルギー政策課）

●RIAM風況研究集会2020 -風力発電事業
における環境影響評価と風況に関する
最新の研究・開発-
▷会期：2020年3月18日（水）・19日（木）▷
開催時間：9：30 ～ 16：30▷会場：九州
大学応用力学研究所（RIAM） 6階多目的交
流室（W601）福岡県春日市春日公園6丁目1
番地▷参加費：無料（事前登録制）▷所内
世話人：内田孝紀准教授（RIAM 新エネル
ギー力学部門・風工学分野） /問合せ先：
https://www.riam.kyushu-u.ac.jp/resea
rch/2019/events_2_20200318.html

新エネルギー関連
イベントカレンダー（2月～ 5月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会

展示会

▼
明
治
記
念
館
で
の

　
勧
進
祈
願
祭

毎
年
恒
例
の
「
大
江
戸
山

伏
勧
進
大
祈
願
会
」
が
、
２

０
２
０
年
２
月
４
日
に
、
元

赤
坂
の
明
治
記
念
館
で
行
わ

れ
た
。
そ
れ
は
、
筆
者
の
故

郷
の
鶴
岡
市
に
あ
る
出
羽
三

山
神
社
が
今
年
で
42
回
目
と

な
る
東
京
で
の
行
事
で
あ

る
。
筆
者
は
、
今
回
が
３
回

目
の
参
加
で
あ
る
が
、
会
場

の
「
富
士
の
間
」
に
は
、
４

０
０
名
も
の
参
加
者
が
集
う
。

行
事
開
始
の
午
前
11
時
に

遅
れ
て
会
場
に
到
着
し
た
。

そ
の
中
央
壁
面
に
掲
げ
ら
れ

た
大
き
な
横
断
幕
と
、
そ
の

下
の
祭
壇
と
舞
台
、
そ
し
て

左
右
に
居
並
ぶ
山
伏
や
巫
女

（
神
子
）
の
装
束
の
者
た
ち

か
ら
、
祈
願
祭
の
荘
厳
さ
を

感
じ
た
。
席
に
着
く
と
、
宮

司
の
祝
詞
に
合
わ
せ
参
加
者

も
読
誦
し
て
い
る
こ
と
に
気

が
付
い
た
。
さ
ら
に
、
参
加

者
は
胸
か
ら
肩
に
頭
襟
（
と

き
ん
）
と
い
う
飾
り
を
し
て

い
る
の
で
、
自
分
も
真
似
て

着
け
た
…
。

以
下
、
こ
の
勧
進
祈
願
祭

の
参
加
者
と
し
て
の
感
想
と

地
域
社
会
の
持
続
可
能
な
未

来
に
つ
い
て
述
べ
た
い
。

▼
祈
願
之
部

こ
の
行
事
は
、
二
部
構
成

で
あ
る
。
午
前
11
時
か
ら
の

「
祈
願
之
部
」
は
、
法
螺
貝

を
吹
い
て
の
大
先
達
・
山

伏
・
神
子
の
入
堂
か
ら
始
ま

る
。
祭
壇
の
あ
る
舞
台
で
、

祈
願
祭
の
儀
式
が
行
わ
れ
る
。

祭
壇
に
大
先
達
が
一
拝
か

ら
始
ま
り
、
献
饌
と
い
う
瓶

子
（
神
酒
徳
利
）
と
水
器
の

蓋
を
と
儀
式
が
行
わ
れ
る
。

続
い
て
、
祈
願
で
あ
り
、
三

語
拝
辞
・
三
山
祝
辞
・
三
山

排
詞
が
、
大
先
達
と
と
も
に

行
わ
れ
る
。
筆
者
が
、
席
に

東
の
方
に
大
神
の
鎮
座
す
る

山
が
あ
る
。
早
々
に
尋
ね
る

が
よ
い
」
と
お
っ
し
ゃ
ら
れ

た
。
そ
こ
で
皇
子
は
そ
の
教

え
に
従
い
東
の
方
に
向
か
っ

て
進
ま
れ
た
が
、
途
中
道
を

失
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の

時
、
片
羽
八
尺
（
２
・
４

㍍
）
も
あ
る
３
本
足
の
大
烏

が
飛
ん
で
き
て
、
皇
子
を
羽

黒
山
の
阿
久
岳
へ
と
導
い

た
。
こ
れ
に
よ
り
、
由
良
の

浜
を
八
乙
女
の
浦
と
称
し
、

皇
子
を
導
い
た
烏
に
ち
な
ん

で
山
を
羽
黒
山
と
名
付
け
た
。

祈
願
之
部
で
は
、
次
に
巫

女
舞
『
松
の
祝
』
が
な
さ

れ
、
来
賓
や
地
区
代
表
者
ら

が
玉
串
拝
礼
を
行
い
、
撤
饌

を
し
て
、
大
先
達
・
山
伏
・

神
子
が
退
堂
し
て
終
え
た
。

▼
奉
祝
之
部

二
番
目
の
「
奉
祝
之
部
」

は
、
神
事
で
は
あ
る
が
、
一

転
し
て
文
字
通
り
奉
納
の
芸

能
披
露
と
な
っ
た
。
こ
れ
が
、

本
コ
ラ
ム
の
主
題
で
あ
る
。

最
初
に
長
唄
『
七
福
神
』

が
、
花
柳
寿
々
美
緒
氏
に
よ

っ
て
舞
わ
れ
た
。
は
っ
き
り

書
く
と
、
人
材
不
足
の
巫
女

舞
の
出
来
栄
え
に
比
べ
て
、

花
柳
流
師
範
の
舞
は
、
華
麗

で
妙
技
で
あ
る
。

は
、
波
動
と
し
て
蜂
子
に
パ

ワ
ー
を
与
え
て
く
れ
る
。
一

方
、
雅
氏
の
三
味
線
は
、
そ

の
バ
チ
裁
き
は
、
綾
に
綾
に

竒
（
く
す
）
し
く
の
精
緻
さ

が
あ
り
、
二
人
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
現
代
日
本
人
に
大
き

な
刺
激
と
共
感
を
与
え
た
。

三
番
目
の
奉
納
は
、
笛
と

タ
ブ
ラ
の
合
奏
で
あ
る
。
笛

は
、
一
噌
幸
弘
氏
、
タ
ブ
ラ

は
吉
見
征
樹
氏
で
あ
る
。
一

噌
氏
は
、
安
土
桃
山
時
代
か

ら
続
く
能
楽
一
噌
流
笛
方
の

名
手
で
あ
る
。
海
外
公
演
も

し
て
い
る
。
タ
ブ
ラ
は
北
イ

ン
ド
の
打
楽
器
で
、
ヤ
ギ
の

革
が
張
ら
れ
て
い
る
。
吉
見

氏
は
、
イ
ン
ド
や
ア
メ
リ
カ

で
も
活
動
し
、
タ
ブ
ラ
の
可

能
性
を
広
め
て
、
今
回
の
よ

う
に
他
楽
器
と
の
コ
ラ
ボ
を

行
っ
て
い
る
。
今
回
の
笛
と

の
セ
ッ
シ
ョ
ン
は
、
そ
う
し

た
新
機
軸
で
あ
っ
た
。
一
噌

氏
は
、
10
種
類
以
上
の
横
笛

や
縦
笛
を
演
奏
し
、
能
楽
の

「
獅
子
」
と
、
自
作
の
「
光

之
段
」
と
い
う
曲
目
を
、
協

奏
し
た
。

以
上
の
演
奏
は
、
出
羽
三

山
神
社
の
大
江
戸
大
勧
進
祈

願
祭
の
舞
台
と
は
思
え
な
い

迫
力
に
満
ち
た
セ
ッ
シ
ョ
ン

で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
次
第
の
宮
司
挨

拶
で
、
宮
野
宮
司
は
、
予
想

外
の
演
奏
の
感
動
に
、
令
和

の
子
供
た
ち
の
未
来
に
繋
げ

る
も
の
だ
と
述
べ
た
。
私
も

同
感
で
日
本
の
伝
統
芸
能
を

世
界
の
音
曲
と
の
融
合
を
許

容
し
た
、
出
羽
三
山
神
社
の

今
日
の
演
出
を
高
く
評
価
し

た
い
。

大
幅
に
時
間
が
延
び
て
祝

宴
と
な
っ
た
が
、
出
羽
三
山

で
巫
女
を
し
て
い
た
平
成
３

年
生
ま
れ
の
歌
手
・
羽
山
み

ず
き
（
サ
ン
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
）
が
、『
紅
花
慕
情
』
と

『
雪
割
り
酒
』
を
歌
い
、
会

場
を
和
ま
せ
た
。

▼
伝
統
と
革
新
へ
の
矜
持

出
羽
三
山
は
、
１
４
０
０

年
も
続
い
て
い
る
が
、
そ
の

長
い
歴
史
の
中
で
必
要
な
の

は
時
代
と
調
和
し
、
さ
ら
に

新
鮮
な
革
新
を
行
う
こ
と
で

あ
る
。
事
実
、
出
羽
三
山
は
、

前
述
の
よ
う
に
、
蜂
子
皇
子

を
物
語
と
し
た
自
然
崇
拝
の

山
岳
信
仰
で
あ
っ
た
。
そ
れ

は
、
山
伏
と
し
て
の
修
験
道

を
実
践
す
る
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
悠
久
の
歴
史

の
中
で
多
く
の
変
還
を
経
験

し
て
、「
信
ず
る
こ
と
」
を

つ
な
い
で
、
人
々
の
広
く
篤

着
い
た
時
に
は
、
三
山

拝
辞
の
途
中
で
あ
っ
た
。

初
め
の
「
三
語
拝

辞
」
は
、
次
の
三
行
の

修
法
の
文
を
唱
え
る
こ

と
で
あ
る
。

も
ろ
も
ろ
の
罪
穢

（
け
が
）
れ
を
祓
（
は

ら
）
い
禊
（
み
そ
ぎ
）

て
清
々
（
す
が
す
が
）

し
遠
い
神
笑
み
給
え
稜

あ
る
。
そ
の
文
章
の
後

段
に
は
、
三
山
の
参
詣

す
る
者
の
身
な
り
（
装

束
）
に
つ
い
て
も
触
れ
、

苦
行
の
所
作
や
神
文
を

暗
唱
す
る
と
き
の
心
中

に
も
触
れ
、
行
者
と
な

る
信
心
を
説
い
て
い
る
。

最
後
の
「
三
山
拝

詞
」
は
、
三
山
神
と
蜂

子
神
に
敬
尊
す
る
詞
で

あ
る
。

綾
に
綾
に
竒
し
く
尊

次
は
、
若
い
演
者
の
千

代
園
剛
氏
の
和
太
鼓
と
雅

勝
氏
の
津
軽
三
味
線
の
協

演
で
あ
り
、『
風
神
雷

神
」
は
、
筆
者
の
関
心
曲

で
も
あ
っ
た
。
二
人
の
太

鼓
と
三
味
線
の
セ
ッ
シ
ョ

ン
は
、
館
内
（
実
は
堂
内

で
あ
る
）
に
共
鳴
し
た
。

和
太
鼓
の
千
代
園
氏
は
、

男
性
的
な
風
貌
で
山
伏
で

も
あ
る
。
同
氏
の
チ
ラ
シ

に
書
か
れ
て
い
る
音
魂

い
信
仰
に
支
え
ら
れ

て
、
現
在
に
至
っ
て
い

る
。
大
勧
進
祈
願
祭

の
、
一
コ
マ
は
、
伝
統

を
未
来
へ
継
続
す
る
た

め
の
自
然
な
誇
り
高
い

形
振
り
で
あ
っ
た
。
こ

れ
に
倣
う
と
〝
持
続
可

能
〟
や
〝
Ｓ
Ｇ
Ｄ
ｓ
〟

な
ど
は
、
そ
う
し
た
空

気
感
あ
ふ
れ
る
土
壌
を

持
つ
こ
と
で
あ
る
と
気

づ
か
さ
れ
る
。

威
（
い
ず
）
の
御
霊
を
幸
へ

給
へ天

つ
日
嗣
（
ひ
つ
ぎ
）
の

栄
え
坐
む
こ
と
天
地
が
共
に

無
窮
（
と
こ
し
え
）
な
る
べ

し
山
伏
で
あ
る
筆
者
の
中
学

の
同
級
生
に
聞
く
と
、
こ
れ

は
祝
詞
で
、
そ
れ
ぞ
れ
祓

詞
、
神
詞
、
賀
詞
で
あ
る
と

教
え
て
く
れ
た
。

二
番
目
の
「
三
山
祝
辞
」

は
、
月
山
大
神
、
羽
黒
山
大

神
、
湯
殿
山
大
神
の
歴
史
や

縁
起
、
こ
の
三
山
の
東
北
地

方
へ
の
広
ま
り
、
関
東
地
方

へ
の
広
ま
り
、
さ
ら
に
は
日

本
全
国
へ
の
広
ま
り
と
ご
利

益
を
書
き
留
め
て
い
る
。
例

え
ば
、
次
の
よ
う
で
あ
る
。

…
こ
こ
を
以
っ
て
月
山
の

神
威
日
光
と
赫
耀
し
て
延
い

て
は
羽
黒
の
峰
に
映
じ
延
い

て
は
湯
殿
の
嶽
に
輝
く
開
祖

神
徳
を
宣
揚
し
て
教
化
を
敷

行
す
る
に
慈
仁
を
體
と
し
敬

愛
を
用
と
な
し
一
切
を
蒼
生

を
し
て
神
縁
を
結
ば
し
め
給

ふ
…こ

れ
ら
の
文
章
は
、
当
日
、

宮
司
の
宮
野
直
生
氏
に
直
接

聞
い
た
ら
、
国
学
者
だ
っ
た

初
代
宮
司
の
西
川
素
直
氏
ら

が
年
数
を
掛
け
修
文
し
た
と

い
う
。
口
語
体
に
す
る
と
、

約
１
２
０
０
文
字
の
文
章
で

と
　
三
山
神
の
御
前
を
拝
み

奉
る綾

に
綾
に
竒
し
く
尊
と
　

蜂
子
神
の
御
前
を
拝
み
奉
る

こ
の
蜂
子
こ
そ
が
、
第
32

代
崇
峻
天
皇
の
皇
子
・
蜂
子

皇
子
、
そ
の
人
で
あ
る
。
い

ま
か
ら
約
１
４
２
５
年
前
の

推
古
元
年
（
５
９
３
年
）、

遠
く
奈
良
の
都
か
ら
は
る

ば
る
日
本
海
の
荒
波
を
乗
り

越
え
て
一
人
の
皇
子
が
お
い

で
に
な
ら
れ
た
と
い
う
。
出

羽
三
山
神
社
で
は
、
こ
の
時

を
以
て
「
御
開
山
の
年
」
と

し
、
蜂
子
皇
子
を
「
御
開

祖
」
と
定
め
、
篤
く
敬
仰
し

て
い
る
（
出
羽
三
山
神
社
Ｈ

Ｐ
か
ら
引
用
）。

さ
ら
に
そ
の
由
縁
を
引
用

す
る
と
以
下
の
よ
う
に
な
る
。

出
羽
三
山
の
開
祖
で
あ
る

蜂
子
皇
子
が
羽
黒
山
へ
辿
り

着
く
ま
で
の
ル
ー
ト
に
つ
い

て
は
諸
説
あ
る
が
、
そ
の
一

つ
に
由
良
の
八
乙
女
伝
説
が

あ
る
。

崇
峻
５
年
（
５
９
２
）
の

冬
、
父
で
あ
る
第
３
２
代
崇

峻
天
皇
が
蘇
我
馬
子
に
よ
っ

て
暗
殺
さ
れ
た
。
こ
の
ま
ま

宮
中
に
居
て
は
皇
子
で
あ
る

蜂
子
の
身
も
危
な
い
と
、
聖

徳
太
子
の
勧
め
に
よ
り
倉
橋

の
柴
垣
の
宮
を
逃
れ
出
て
越

路
（
北
陸
道
）
を
下
り
、
能

登
半
島
か
ら
船
で
海
上
を
渡

り
、
佐
渡
を
経
て
由
良
の
浦

に
辿
り
着
い
た
。
こ
こ
に
容

姿
端
正
な
美
童
８
人
が
海
の

物
を
持
っ
て
洞
窟
を
往
来
し

て
い
た
。
皇
子
は
不
思
議
に

思
い
上
陸
し
、
乙
女
に
問
お

う
と
し
た
が
皆
逃
れ
隠
れ
て

し
ま
っ
た
。
そ
こ
に
髭
の
翁

が
あ
ら
わ
れ
、
皇
子
に
「
こ

の
地
は
伯
禽
島
姫
の
宮
殿
で

あ
り
、
こ
の
国
の
大
神
の
海

幸
の
浜
で
あ
る
。
こ
こ
か
ら

大勧進祈願祭の会場風景（明治記念館）

◀
和
太
鼓
と
津
軽
三
味
線
の
演
奏

笛とタブラの演奏


